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兵庫県但馬地方の肺吸虫

（ウエステJVマン一肺吸虫と大平肺吸虫の分布に就て）

吉田幸雄藤田裕小山幸男＊村井知也＊藤戸孝純＊＊

京都府立医科大学医動物学教室 （指埒 小林睛治郎i専士）

（昭和 30年 3月17日受領）

緒論

本邦に於ける肺吸虫の浸淫地は九州，四国の諸県を初

め，山口，広島，岡山，鳥取兵庫，京都大阪，奈良，

新潟岐阜，静岡，山梨富山，長野，千葉その他の諸

県が知られ，近時その調査が進むにつれて更に新しい分

布地が判明しつつある。我々もその肺吸虫分布調査の一

端として兵庫県北部但馬地方の調査成績を報告する。

兵庫県北部，円山川流域の肺吸虫に関しては最近まで

公けにされていなかつたが，著者の一人藤戸孝純(1952)

は膿胸を先発症状とするこの地方の肺吸虫症3例を報告

第 1図調査地区概要
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した。我々はこの地方の肺吸虫浸淫の程度を明らかにす

る為1953年 11月より調査を開始した。調査の概要は，

(1), 第 1中間宿主並びに第2中間宿主の分布， (2), カ

ニ体内から肺吸虫被嚢幼虫の検出， (3), 獣類から成虫

の採取， (4), 本地方に分布する肺吸虫の虫種に関する

考察 (5), 肺吸虫症患者に関する調査，更に手術によ

り人体肺から肺吸虫成虫の摘出，その他に関して調査研

究を行つた。尚お，今回調査した地区の地図を第1図に

掲げる。

成績並びに考察

(1)第1中間宿孟の分布

円山川本流並びにその支流に於て，ウニステルマソ肺

吸虫 (Paragonimuswestermanii (KERBERT, 1878) 
BRAUN, 1899.) の第 1 中間宿主であるカワニナ ~Se・

misulcospira libertina)が多数分布している。叉円山JI!

河口附近に於て大平肺吸虫 (Paragonimusohirai MI・ 

YAZAKI, 1939.)の第1中間宿主であるカワザンショウ

ガイの一種，テシオカワザンショウ (Assimineajaponica 

septentrionalis)を多数採取し得た。

矢田川流域に於ては矢田川本流は円山川とその趣を巽

にし，海に入るまで清流である。カワニナは少なくイツ

マキ (Clithonretropictus)を多数認めた・。併し支流の

小川にはカワニナが多数棲息していた。カワザ1/ショウ

は採集出来なかつた。これら貝類に関しては現在分布を

調べたのみで貝体内に於けるレヂア，セルカリア等に就

ては検査未了である。

(2)第 2中間宿孟の分布

円山川流域に於ては，本流，支流共各地域に多数のモ

クズガニ (Eriocheirjaponica)が棲息し，主として下

流で10月頃からよく採集出来た。 サワガニ (Potarooni 

japonica) は円山川支流上流に於て相当分布しているの

を認めた。又大平肺吸虫の第2中間宿主と言われるべ'./

(18) 
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第 1表 円山川及び矢田川流域産モクス‘ガ＝中の肺吸虫被毅幼虫寄生率

(1953年度及び 1954年度の成績）

河川 円 山 JI[ 流 域 矢田川流域

検査地
年度 区 奈佐川 六方川 内川村 メ-, 森 高武洞 計 中 流

1953年度 1(27./51g彩)~ 20.0 f/ 14.0 I/ 0 f/ 
11.9s~% ) (2/10) (1/7) （％） (10/ 

1954年度 25.知6%） 4.8'I 。I/ 19.7112% ) 
閤）(21 （リ21) (0/9) (~2 I I 

註，（ 内の数字は （陽性数／検査数）

第 2表 モクズカ｀＝体中の肺吸虫被襲幼虫の分布成績

（附．円山川産と宮崎県産との寄生程度の比較）

寄生数 被 額 幼 虫 雌雄別寄生率
寄生率 最高（平～均最）低 ---~ ． --- ―---― 

総数

円山川産
16.3% 28-1個

173 (11995534手/-.） 炉/196) (5.5) 

宮崎県産
60.3% 206~1個

757 
{11995534年.） 色/73) (17 .2) 

930 

ケイガニ (Sesarmaintermedia), クロベンケイ (Ses-

arma dehaani) 及び小型大平肺吸虫 (Paragonimus

iloktsuenensis Chen, 1940) の第2中間宿主と言われ

るクロベンケイに就ては円山川下流に於て多数分布し容

易に採集された。 ‘ 

矢田川流域に於ては10月の候， 中流に於てモクズガ

ニが採集されたが円山川に比して少ない様に惑じた。そ

の他のカニに就ては充分な観察をしていないが恐らく円

山川と同様棲息し‘ているものと考えられる。

(2)モクズカr.::.よ•り肺吸虫被嚢幼虫 (metacercaria)の
検出成績

(a)円山川流域： 1953年度， 1954年度に調査した成

績を第1表に示す。 1953年度は84匹中10匹陽性 (11.9

%), 1954年度は 112匹中22匹陽性 (19.7 %)であっ

た。多少寄生率が増加している様な数字であるが検査数

が少ないので確かな事は云えないが大体10数彩乃至20

％程度の浸淫である事がわかる。この寄生率は九州，四

国その他の濃厚流行地に比するとかなり低いものであ

るo因みに1953年， 1954年の 2回に亘り九州宮崎県，

鰭康裕氏の御厚意により宮峙県南那珂郡産のモクス‘ガ

.::.を検査する機会を得たがその時の成績と比較して第2

表に示した。即ち円山川産の寄生率は両年度を合計する

鯉 肝 筋 その他 0 さ

143 1 29 

゜
8/26 113/79 

413 189 150 5 !l /rn l"!z1 

556 190 179 5 
59.7% 20.5% 19.3% 0.5% 

P'f 42 
323.] 0/i% oo 

40.5% 

と16.3% (32/196)で，カニ 1匹中の最高被嚢幼虫寄生

数28個 平均5.5個であるのに比し宮崎県産のものは

寄生率 60.3彩 (44/73),最高被嚢幼虫数206個， 平均

17.2個であつた。叉第2表にカニの雌雄別寄生率を示し

たが雌雄の間に特に差はない様である。叉被嚢幼虫のカ

ニ体内に於ける寄生部位に就いては， 総数930個の内

556個 (59.7 %)が鯉に， 190個 (20.5%)が肝に， 179

個 (19.3%)が筋に， 5個 (0.5%)がその他の部位に

寄生していた。又余り大きなカニよりも甲の長経が4乃

至 6cm程度のものに寄生率が高かつた。之の点に関し

ては細川修治氏も指摘しておられる。

円山川産のこれらモクズガニに寄生していた肺吸虫被

嚢幼虫はその大いさ，内膜の厚さ，排泄嚢の形状その他

からすべてウェステルマン肺吸虫の被嚢幼虫及びその幼

弱型と同定した（第4表参照）。

(b)矢田川流域： 矢田川は円山川の西方約20kmの

所を流れ，香住町にて日本海に注ぐ（第1図参照）。その

間は山が海にせまり交通は極めて困難である。モクズガ

ニ棲息数は円山川に比べてずつと少ない様である。 1954

年 10月に矢田川産モクス‘ガニ 36匹を検査したが肺吸虫

被嚢幼虫は検出出来なかつた（第1表参照）。

(4) サワガニからの被嚢幼虫検査成績

(19) 
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1953年 11月円山川支流産のサワガニ 7匹を検査した，

が肺吸虫被嚢幼虫を見出さなかつた。検査数が非常に少

ないので確かな事は今後調査の上判断したい。

(5)ベンケイガニクロペンケイから大平肺吸虫被藤幼

虫の検出成績

大平肺吸虫は昭和14年， 宮綺一郎氏によつて発見さ

れ，その後の研究によつて第1中間宿主はカワザンショ

ウガイ，第2中間宿主はベンケイガニ，クロベンケイ，

アシハラガニ，ハマガニ，アカテガニ等である事が明ら

かにされた。本邦に於て現在までに第2中間宿主である

これらのカニから大平肺吸虫被嚢幼虫が検出されたのは

我々の知る範囲では熊本県，鹿児島県，宮崎県，三重県

のみで，特に日本海側の報告はない。

我々は1953年 11月，円山川流域を見て廻つた時にベ

ンケイガニ，クロベンケイの棲息するを見且つテシオ

カワザンジョウをも採集し得て本地区にも大平肺吸虫が

分布する可能性のある事を知つた。 1954年10月，円山

川の河口に近い小島産のベンケイガニ 45匹， クロベン

ヶj27匹を検査した所， 前者は陰性であつたが後者の

内3匹に大平肺吸虫の被嚢幼虫と思われるものを検出し

た。（クロベンケイ寄生率 11.1%)その内 2匹は肝臓に

各1個を認めたにすぎぬが最後の 1匹には121個の被甑

幼虫が寄生していた。（第3表参照）

この被嚢幼虫は宮綺一郎氏等の報ずる如く肝臓に最も

多く寄生していたが鯉，筋にも叉かなり見出された。

クロベンケイより採取したこれら被嚢幼虫の形態的特

徴に関しては同じく同地方産のモクズガニから採取し

たウェステルマン肺吸虫の被羅幼虫と比較して写真 (1)

に示し，且つ計測値を第4表に揖げた。更にこの大平肺

吸虫と思われる被嚢幼虫を犬，家兎，マウス1に与え，成

虫を得て確定した。写真 (4)は動物実験によつて得た大

第 3表 クロベンケイ及びベンケイガ＝から

大平肺吸虫被襄幼虫検出成績

種検総陽 被嚢幼虫寄生部位及び寄生率

性7及 甲の大さ
類査数数'-'例性 鰈肝筋計(mm) 

1 9 29x22 

゜
1 

゜
1 

クン
3 2~30X28 

゜
1 

゜
1 

ロケ 27 (11.1%) 3 o 34X32 9 99 13 121 
ベイ

計 9 101 13 123 

ベイ

゜ンガ 45 (O彩）
ケ＝

第 4表 円山川産モクス‘ガ＝及びクロベンケイ

から得た肺吸虫被臨幼虫の形態比較

形

モクズガ＝から
得た被撰幼虫

円形

クロベンケイか
ら得た被嚢幼虫

楕円形

内膜の径

334-406 X 334,._,377 232-304 X 218-275 
(389 X 363)・(278 X 235) 

340,-..,,450 X 320-440* 253-384 X 192,....,280*-
400 X 400** (303 X 235) 

28.8-14.4 4.3-2.5 

内膜の厚さ
(19 .1) (3.2) 

21.0-10.0* 4.6-2.8* 
20.0** (3.7) 

排泄艇 幅が広い 幅がやとせまい

（ ）内は平均値

＊ は宮崎の計測値

＊＊は小林の計測値

数字の単位はすべてμ

平肺吸虫の皮棘を示したものである。

(6) 野犬，人等から肺吸虫成虫の検索

(a)野犬： 1953年， 1954年に亘り 25頭の野犬を調

査した所， その内 3頭に計10匹の肺吸虫を見出した。

その中で2匹は成熟虫， 8匹は未成熟虫であつた。その

2個の成熟虫の形態について極く簡単に述べると，犬標

本第1号は大さ 9.0X6.2X3.0(n;nn) で卵巣は比較伯

単純に分枝し，皮棘は虫体両端部，中央部共群生せず孤

立し，ヘラ形で先端が2分し或は全体が2分しているも

のもあつた。犬標本第2号は大さ 5.0X2.6Xl,2(皿叫

で卵巣は比較的単純に分枝し，皮棘は両端部，中央部共

に孤立し棘型を呈し先端或は全体の 2分している様なも

のは認めなかつた。これらの所見によりこの 2個の肺吸

虫はウニステルマン肺吸虫であると考えられる。

(b)・人： 1954年 7月17日， 豊岡病院に於て， 肺吸

虫症と肺結核とを合併する患者（広0三〇子氏，切歳）

の肺葉切除術を行った所，右肺， 中葉 S,5領域に 6.0X

7.0X3.0 (cm)程度の大なる虫嚢あり，それに隣接して

ふ領域に迷路の如き虫嚢が存在し中に肺吸虫成虫1匝

を包蔵していた。叉下葉 s6領域に結核病巣と相隣つて

小虫艇あり中に成虫 1匹，更に S1領域に 1個の小虫璽

あり中に成虫1匹を認めた。叉その他に成虫の存せざる

虫嚢1個を認めた。我々はこの内2匹の虫体を検査し得

た。この人標本第1号は大さ 10.2X5.9X3.8(mm)で

卵巣は比較的単純に分枝し，皮棘は体の両端部も中央蕃

(20) 

こ
し
と
、
直
-



昭和 30年 9 月 (1955)〕 265 

(1) 

(2) 

写演説明

(1) ウェステルマン肺吸虫（右）と大平肺吸虫（左）との被器幼虫

(2) 人体肺から摘出した肺吸虫（人標本第1号）の皮棘（孤立）

(3) (2) と同一人体肺から摘出した肺吸虫（人標本第2号）の皮棘 （分裂）

(4) 大平肺吸虫の皮棘（家兎感染後35日） （群生）

も共に孤立し，写真 (2)に示す如く棘状或は三角形を呈

し先端2分せるものをも認めた。以上の点より之もウェ

ステルマン肺吸虫と考えた。人標本第2号は虫体が破壊

し卵巣を観察する事が出来ないが皮棘を見ると後端部は

鱗状で2-3分し，中央部は写真 (3)に示す如く棘状で

2--3, 多きは5-6個に分裂し一見群生せるかに見え

る。宮峙一郎氏によればウェステルマン，及びケリコッ

ト肺吸虫の皮棘は孤立し，大平，及び小型大平肺吸虫の

皮棘は群生するが， ウニステルマン肺吸虫でも老成すれ

ば皮棘が分裂してゆくと云う。比較の為動物実験で得

た大平肺吸虫の皮棘を写真 (4)に示した。之はクロベy

ヶイより得た大平肺吸虫被嚢幼虫を家兎に与え 35日後

の幼弱成虫であるが皮棘は疵にかく群生している。人体

から取り出した上記肺吸虫（人標本第2号）の皮棘に就

(21) 

いて宮崎一郎氏の御意見を求めた所，卵巣を見ないと確

実な事は云えぬが恐らくウェステルマン肺吸虫であろう

との事であつた。ウニステルマン肺吸虫でも時にばかく

分裂し，一見群生せるかに見え，大乎及び小型大平肺吸

虫に似る場合もあると云う事を知つた。奮

(c)豚： 1954年 10月， 本地区産の豚3頭を調査し

たが肺吸虫を検出出来なかつた。

(7)本地方に於ける肺吸虫患者に就て

さきに筆者の一人，藤戸 (1952)は本地方に於ける肺

吸虫症患者で膿胸を先発せる 3例を報告した。その他，

最近円山川流城に見出された患者は確実な者10名， 疑

いはあるも不確実な者3名で前者の咳痰中には虫卵を認

め，叉中にはX線上興味ある像を呈している者もある。

これらの患者はみな円山川産のモクズガニを食し感染し
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たと考えられる者である。当地方ではモクズガニを好ん

で食し，煮或は焼いて食する他カニ飯にし叉， Vまんぺ

ん（かまぼこ）の材料にする。これらの種々の調理に際

し手指や器物が汚染され感染する事も考えられる。 （第

1図 △印は患者の発生地及び患者数を示す）

総 ‘ 括

我々は 1953年から 1954年にかけて兵庫県北部円山川

流域に於て肺吸虫に関する調査を行つて次の如き成績を

得た。

(1)円山川流域各地区のモクズガニ，計196匹を検査

し32匹 (16.3彩）にウェステルマン肺吸虫の被嚢幼虫

を検出した。

(2)矢田川流域産のモクズガニ 36匹の検査結果は陰

性であつた。

(3)円山川河口附近産のクロベンケイ 27匹を検査し

その内 3匹 (11.1形）から計123個の大平肺吸虫被嚢幼

虫を検出した。これにより初めて裏日本地区にも大平肺

吸虫の分布する事が判明した。

(4)当地方に棲息する野犬から 2匹，人から 2匹の肺

吸虫成虫を得て検査した所いづれもウェステルマン肺吸

虫と考えられた。

(5)当地方住民の肺吸虫症患者は現在判名した者は10

名である。

以上の成績より兵庫県北部円山川流域は肺吸虫の一流

行地であり今後更に•感染の機会があるものと考えられ

る。且つ豊岡を東へ距る 3Jkmの新庄川，福田川流域

には現在12名の肺吸虫患者が存在し，岡田貞ー氏(1954)

はこの地に於ける 1例の脳内肺ヂストマ症と 2例の胸部

肺ヂストマ症について報告じ，又荒木千里氏は昭和25,.._,

26年の頃， 4例の肺ヂストマ性脳嚢腫例を見，内2例は

網野，他の 2例ば兵庫県城綺郡及び加東郡在住の者であ

つたと述べておられる。叉最近吉田は福井県三方地方の

モクス‘‘ガニにも相当数の肺吸虫被嚢幼虫の寄生している． 
事を確認した。吟後これら中部裏日本の肺吸虫分布の正

確な調査が期待される。

最後に御指導，御校閲を賜つた小林晴治郎先生に厚く

御礼申上げます，叉虫種鑑別に関し御教示下さつた宮綺

一郎氏に厚く感謝致します。叉カニ採集に際して御協力

下さつた香住保健所増田陸郎氏並びに豊岡保健所，岩本

充保氏，難波秋雄氏に深謝致します。

本論文要旨は第24回寄生虫学会総会（昭和30年 4月）

に於て発表した．

孟要文献

1)籐戸孝純他(1952): 肺ヂストマ症と膿胸，臨床，

5 (7), 76-80. -2) 岡田貞一(1954): 奥丹後地方

における肺ヂストマ症， 京医会誌， 5(8), 16-18. 

-3)細川修治(1954): 高知県， 愛媛県，山口県産

モクス‘蟹内の肺吸虫被額幼虫に就て，小林晴治郎博士

古稀記念号 （衛生動物 IV), 150--158. -4)宮崎一

郎(1950): 肺吸虫 （特別諧演要旨）， 東京医誌， 65

(5) , 21-23. -5)岡村一郎他(1952): 宮崎県下の

肺吸虫濃厚感染地帯 （予報，その一），医学と生物学，

23 (3), 79. -6)岩倉利明 (1953): 宮崎県ーツ瀬

川流域に於ける肺吸虫分布調査について， 医学と生

物， 27 (4), 161'. ~7) 三宅寿他 (1951) : 肺ヂス

トマ症の集団検診 （第1報），四国医誌， 2(5) ,10-

15. -8)尾池喜代司他(1951): 肺ヂストマ症の集

団検診（第2報）四国医誌， 2(6), 24--26. -9) 

後藤正彦他(1953): 長崎県下の肺ヂストマ症，長崎

医会誌， 28(9), 957--963. -10)光野孝雄(1952): 

肺吸虫の脳内寄生について，治療， 34(4), 359,...., 

365. -11)横川宗雄(1952): 肺吸虫流行地に於け

るアメリカザ‘リガ＝の検査成績について， I, 医学と

生物学， 25(6), 305. -12)横川宗雄他(1953): 

静岡県下肺吸虫流行地に於けるアメリカザリガ＝の

感染状況， II.医学と生物学， 27(2), 65-68. -13) 
横川宗雄(1953): モクス‘ガ=(Eriocheir japonica) 

体内に於ける肺吸虫ケルカリアの被臨形成機転の親

察， 医学と生物学， 26(2), 79. -14)宮崎一郎

(1954) : 肺吸虫症，臨床と研究，31(5), 5-12. -15) 

宮崎一郎(1952): 新種大平肺吸虫の発見， 日医報，

1448, 89--91. -16)宮崎一郎(1947): 日本産肺吸

虫被歴幼虫 3種の区別点，医学と生物学10(4), 223 

-225. -17)宮崎一郎(1944): 大平肺吸虫の皮棘

について， 特にウェステルマン肺吸虫との比較， 福

岡医誌， 37(3), 195-202. -18)長花操(1935): 

獅子に寄生せし肺吸虫の一例に就て，附．肺吸虫の皮

棘の形と其の種別との関係，朝鮮医会誌， 25,879-

885. -19)小林晴治郎(1917): 肺ヂストマ被頭幼

虫及母虫の形態及び母虫の種類に就て，朝鮮医会誌，

19, 66--70. -20)米良利己(1951):大平肺吸虫幼虫

の生物学的研究，医学研究，21(4), 509-516. ー21)

宮崎一郎他(1951): 九州のイタチから得た肺吸虫の

種類，医学と生物学， 18(2), 106-107. -22)斎藤美

知他(1951): 大平肺吸虫の豚に於ける自然感染例，

医学と生物学， 18(3), 142-14!;>. -23)一色於英四

郎(1,950): 犬における大平肺吸虫のー自然感染例に

ついて，医学と生物学， 17(1), 28--31. -24)宮

崎一郎(1944): 大平肺吸虫の分布について（第一報）

医学と生物学， 6(1), 23--26. -25)宮崎一郎他

(1951) : 大平肺吸虫と小型大平肺吸虫の分布調査，

第2報，医学と生物学， 20(3), 121-123. ー26)

万納寺徳貞(1952): 大平肺吸虫に関する研究補還，

その一， 大平肺吸虫と小型大平肺吸虫の第2中間宿

，
 

(22) 



昭和 30年 9 月 (1955)〕

主に関する研究，医学研究， 22(9), 1183-1190. 

ー 27)万納寺徳貞(1952): 大平肺吸虫に関する研究

補遠，その二，大平肺吸虫の終宿主に関する研究，医

学研究， 22 (9), 1193-1196. -28)宮崎一郎他

(1954) : 大平肺吸虫の新しい終宿主，寄生虫学雑誌，

2 (3,4), 1-3. -29)宮綺一郎他(1947): 大平肺

吸虫の自然宿主について，医学と生物学， 22(5),213

-215. -30)宮崎一郎(1949): アメリカの肺吸虫と

日本産とは成虫で区別出来るか？，医学と生物学， 15

(6), 336-33~. -31)宮崎一郎(1954): 佐賀県の

イタチから得た肺吸虫 （おそらくケリコット肺吸虫）

第23回日本寄生虫学会諧演．ー32)内野文禰(1954): 

山口県産ヅガ＝の肺吸虫包酸幼虫の寄生状況に就い

て (1)' 寄生虫学雑誌， 3(4), 21-23. -33)高

橋一郎(1954): 愛媛県下「もくずがに」の肺吸虫被

蓋幼虫寄生状況について，寄生虫学雑誌， 3(4), 31 

-35. 

267 

Summary 

Studies on the distribution of lung-flukes were 

carried out at the northern districts of :Uyogo 

Prefecture during 1953 and 1954. 

1) We found metacercariae of Paragonimus .. 
westermanzz at the ratio of 16.3彦 (32/196)from. 

Eriocheir japonica, collected at Maruyam~-river, 

while the crabs collected at Yata-river were 

negative. 

2) Further we have found metacercariae of P ． 
ohirai at the ratio of 11.1 % (3/27) from Sesar加

dehaani, collected at Maruyama-river. ． 
3) We noticed 10 patients of・  ・ paragommias1s 1n 

these districts咋cently.

4) We h 
ヽ ． 

ave exammed two adults of lung-flukes 

from two dogs and two adults of them from a 

patient. After the form of cuticular spines and 

the branching of ovary all of these flukes were 

identified as P . westermanzz 

正誤表

訂正箇所

263頁左段上1行目

264頁左段J::14行目

fl 上15行目

グ 上18行目

” 
第 3表表題
及び表中

誤

ベンケイガ=(Sesarma intermedia) 

ベンケイガ＝

ベンケイガ＝

ベンケイガ＝

ベンケイガ＝

(23) 

正

アカテガ=(Sesarma haematocheir) 

アカテガ＝

アカテガ＝

アカテガ＝

アカテカ‘ニ




